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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一次磁気構造と二次磁気構造とを備えるＩＰＴシステムのための異物検出装置であって
、前記装置は前記システムの一次磁気構造上または近傍での異物の存在を検出するよう適
合された制御手段を備え、前記制御手段は前記二次磁気構造を短絡状態に置くとともに、
前記二次磁気構造の短絡回路電流又は前記一次磁気構造に供給される電流を検出して、前
記異物の存在を検出するように構成されている、異物検出装置。
【請求項２】
　前記制御手段が、前記異物検出のために、前記一次磁気構造および／または前記二次磁
気構造を用いる、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記制御手段が、前記二次磁気構造が前記一次磁気構造に対して充電位置にあるかどう
かを検出するよう適合される、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、異物検出時に前記システムによって伝送される電力を選択的に低減す
るよう適合される、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記二次磁気構造が短絡状態に置かれた時、前記異物の存在による前
記一次磁気構造に供給される電流の増加を検出するように動作可能である、請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の装置。
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【請求項６】
　前記制御手段が、少なくとも、
　予想電力伝送率を判定し、
　実際の電力伝送率を判定し、
　前記予想電力伝送率を前記実際の電力伝送率と比較することによって異物を検出する、
請求項１乃至５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項７】
　前記実際の電力伝送率が前記予想電力伝送率を、所定の量を超えて下回っているかどう
かを判定する工程をさらに含む、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記システムの一次磁気構造および前記システムの二次磁気構造間の相対位置を測定す
る手段を含む、請求項１乃至７のいずれかに記載の装置。
【請求項９】
　相対位置を測定する前記手段が、前記一次および二次磁気構造の電気的特性を測定する
よう適合される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　相対位置を測定する前記手段が、短絡回路電流の位相および量によって、前記一次およ
び二次磁気構造の横方向オフセットを測定するよう適合され、前記二次磁気構造は少なく
とも２つのコイルを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　相対位置を測定する前記手段が、前記二次磁気構造で誘発された１以上の電圧によって
、前記横方向オフセットを測定するよう適合される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記一次および二次磁気構造における電流量を比較することによって、前記一次および
二次磁気構造間の距離を測定する手段をさらに含む、請求項１乃至１１のいずれか１項に
記載の装置。
【請求項１３】
　前記一次磁気構造および前記二次磁気構造の１つまたは両方についての情報を前記制御
手段に伝達する通信手段を含む、請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１４】
　前記制御手段が、前記一次磁気構造からの誘導電力を受け取る二次磁気構造の短絡回路
電流の電流量の減少を検出することによって、異物の存在を検出するように動作可能であ
る、請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１５】
　一次磁気構造と二次磁気構造とを備えるＩＰＴシステムの動作方法であって、前記シス
テムは前記一次磁気構造上または近傍での異物の存在を検出するよう適合された制御手段
を備え、前記制御手段は前記二次磁気構造を短絡状態に置くとともに、前記二次磁気構造
の短絡回路電流又は前記一次磁気構造に供給される電流を検出して、前記異物の存在を検
出するように構成されている、動作方法。
【請求項１６】
　前記異物の存在による前記二次磁気構造の短絡回路電流の減少を検出する工程を含む、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記二次磁気構造が短絡状態にある時に前記異物の存在による前記一次磁気構造に供給
される電流の増加を検出する工程を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記一次磁気構造に供給される実際の電流を検出する工程を含む、請求項１５に記載の
方法。
【請求項１９】
　前記二次磁気構造の短絡回路電流及び前記一次磁気構造に供給される電流の両方を検出
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する工程を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　予想電力伝送率を判定する工程と、
　実際の電力伝送率を判定する工程と、
　前記予想電力伝送率を前記実際の電力伝送率と比較する工程とをさらに含む、請求項１
５乃至１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記実際の電力伝送率が前記予想電力伝送率を、所定の量を超えて下回っているかどう
かを判定する工程をさらに含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記システムの一次磁気構造および前記システムの二次磁気構造間の相対位置を測定す
る工程を含む、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　前記相対位置を測定する工程が、前記一次および二次磁気構造の電気的特性を測定する
工程を含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記相対位置を測定する工程が、短絡回路電流の位相および量によって、前記一次およ
び二次磁気構造の横方向オフセットを測定する工程を含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　前記相対位置を測定する工程が、前記二次磁気構造に誘発された１以上の電圧によって
、前記一次および二次磁気構造の横方向オフセットを測定する工程を含む、請求項２２に
記載の方法。
【請求項２６】
　前記一次および二次磁気構造における電流量を比較することによって、前記一次および
二次磁気構造間の距離を測定する工程をさらに含む、請求項２０乃至２５のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項２７】
　前記一次磁気構造および前記二次磁気構造の１つまたは両方についての情報を前記制御
手段に伝達する工程をさらに含む、請求項１５乃至２６のいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、誘導電力伝送（ＩＰＴ）システムでの異物の検出のシステムおよび方法、お
よびＩＰＴシステムでの磁力伝送構造の配置または相対位置の検出に関する。本発明はま
た、例えば、電気自動車を高速で充電するための高出力ＩＰＴシステムからの火災の危険
の緩和など、ＩＰＴシステムの安全性の向上に関する。
【背景技術】
【０００２】
　純粋な電気自動車（つまり、ハイブリッド自動車とは反対に、電気のみで動く自動車）
の開発において、電気自動車が広く受け入れられるために、解決しなければならない多く
の問題がある。主な問題の１つが、車両のバッテリの充電に関連する不便性および安全性
に対する懸念である。
【０００３】
　誘導電力伝送（ＩＰＴ）は、従来の充電に対して、有用な代替手段を提供する。ＩＰＴ
システムは米国特許ＵＳ５２９３３０８に記述されている。
【０００４】
　その他の利点としては、ＩＰＴを用いることで、利用者が手動でバッテリにケーブルを
接続しなくてもよい点が挙げられる。好ましい実施形態において、充電を行うため、道路
または駐車場内に埋め込まれた（もしくは、これらの上に配置された）ＩＰＴ充電パッド
上に車両を停めるだけで十分な場合がある。
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【０００５】
　磁束を車両の下のパッドに結合するため、路面に設置された送信側パッドを用いる電気
自動車の誘電充電の開発において、関連する問題は、地面に設置されたパッド上に存在す
るであろう種々雑多な物体の加熱である。ＩＰＴシステムの本来の利便性の欠点の１つは
、使用者が、車両をパッド上に停め、充電を開始する前に、ＩＰＴパッドに異物（効率を
下げるか、もしくはＩＰＴシステムの操作に危険をもたらす物体で、例えば金属性の物体
）や、ごみがないかを確認する見込みがないことである。
【０００６】
　この問題に対する１つの解決法は、高機能な電子異物検出（ＦＯＤ）システムを提供す
ることであるが、このようなシステムは、厳しい条件下で動作し、かつ、極めて感度が高
い必要がある。加えて、路面側のパッドと車両側のパッドが、異なる組織によって、異な
る技術と異なる回路構造を用いて製造される場合があり、これによってさらに複雑さが増
すことになる。
【０００７】
　一部の例では、例えば、薄箔からたばこやチューイング・ガム・パッケージなどの非常
に小さい物体でさえも、充電中にＩＰＴパッド上にあると、安全上の問題を引き起こすこ
とがある。小さい金属化紙片は、充電状況によっては引火することもある。紙片自体の燃
焼は、深刻なものではないが、例えば、車両の下に枯れ葉など、すぐ近くにその他の可燃
性物質があると、その可燃性物質も引火するおそれがあり、すぐさま深刻な状況に発展す
る可能性がある。
【０００８】
　大きな物体（例えば、アルミ缶）自体は引火しないが、非常に高い熱をもつことがあり
、車両が充電パッドから離れる際に、高熱を帯びた物体を子供が拾い、それによって怪我
をするおそれがある。非常に大きい物体ならば、充電自体を停止させることがある。
【０００９】
　本明細書全体で、「ＩＰＴ」とは、「誘導電力伝送」を意味する。「ＩＰＴパッド」は
、ＩＰＴシステムの一部として、エネルギー伝送のために磁場を作り出す、または磁場か
らエネルギーを取り出すのに使用するための１つのコイルまたは複数のコイルを意味する
。磁気構造は、パッドまたは、ＩＰＴシステムでの磁場の使用を通じて、エネルギーを伝
送するのに用いられる、導体素子（例えば、ＩＰＴシステムのトラックまたはコイル）の
その他の配列を含む。「一次」という用語は、磁場を作り出すためのエネルギーが与えら
れる磁気構造を指し、「二次」という用語は、その中で、一次または送信側構造からの磁
場によって電流が誘導される磁気構造を指す。従って、「一次パッド」および「送信側パ
ッド」は、磁場を作り出すためのエネルギーが与えられるパッド構造を指し、「二次パッ
ド」は、その中で、一次構造からの磁場によって電流が誘導されるパッド構造を指す。
【００１０】
　本明細書において、出願番号または公開番号によって参照される先行特許明細書はすべ
て、その全体が参照によって、本明細書に援用される。しかし、本明細書における先行技
術の参照は、先行技術がいかなる国でも周知の一般知識の一部を形成することを承認また
はいかなる形でも提案するものではなく、かつそういうものとして解釈されるべきではな
い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、現在のＩＰＴシステムに関する現在の問題を克服または改善する、ま
たは少なくとも、有用な選択肢を提供する、ＩＰＴシステム、またはＩＰＴシステムと共
に使用する装置または方法を提供することである。
【００１２】
　さらに、または別の目的は、現在のＩＰＴシステムに関する現在の問題を克服または改
善する、または少なくとも、有用な選択肢を提供する、ＩＰＴ一次パッドによって作り出
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される磁場における異物の存在、もしくは、ＩＰＴ一次パッド上またはＩＰＴ一次パッド
の近傍にある異物の存在を検出する方法または装置を提供することである。
【００１３】
　本発明のさらに、または別の目的は、ＩＰＴシステムの一次磁気構造および二次磁気構
造間の相対位置または配列を検出する方法または装置を提供することである。
【００１４】
　本発明のさらに、または別の目的は、現在のＩＰＴシステムまたは方法に関する現在の
問題を克服または改善する、または少なくとも、有用な選択肢を提供する、ＩＰＴパッド
からの火災の危険性を軽減するシステムおよび方法を提供することである。
【００１５】
　本発明のその他の目的は、例示によってのみ示される以下の説明から明らかとなりうる
であろう。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　１つの態様によれば、ＩＰＴシステムのための異物検出装置が提供され、該装置は、該
システムのＩＰＴ一次パッド上または近傍での異物の存在を検出するよう適合された制御
手段を備える。
【００１７】
　好ましくは、該制御手段は、異物検出のために、ＩＰＴ一次パッドおよび／またはＩＰ
Ｔ二次パッドを用いる。
【００１８】
　好ましくは、該制御手段は、該ＩＰＴ二次パッドが該ＩＰＴ一次パッドに対して充電位
置にある時間を検出するよう適合される。
【００１９】
　好ましくは、該制御手段は、異物検出時に該システムによって伝送される電力を選択的
に低減するよう適合される。
【００２０】
　好ましくは、該制御手段は、少なくとも、
　予想電力伝送率を判定し、
　実際の電力伝送率を判定し、
　該予想電力伝送率を該実際の電力伝送率と比較することによって異物を検出する。
【００２１】
　好ましくは、該装置は、該実際の電力伝送率が該予想電力伝送率を、所定の量を超えて
下回っているかどうかを判定する。
【００２２】
　好ましくは、該装置は、該システムのＩＰＴ一次パッドおよび該システムのＩＰＴ二次
パッド間の相対位置を測定する手段を含む。
【００２３】
　好ましくは、相対位置を測定する該手段は、該ＩＰＴ一次および二次パッドの電気的特
性を測定するよう適合される。
【００２４】
　好ましくは、相対位置を測定する該手段は、短絡回路電流の位相および量によって、該
ＩＰＴ一次および二次パッドの横方向オフセットを測定するよう適合される。
【００２５】
　好ましくは、相対位置を測定する該手段は、該ＩＰＴ二次パッドで誘発された電圧（複
数可）によって、横方向オフセットを測定するよう適合される。
【００２６】
　好ましくは、該装置は、該ＩＰＴ一次および二次パッドにおける電流量を比較すること
によって、該ＩＰＴ一次および二次パッド間の距離を測定する手段を含む。
【００２７】
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　好ましくは、該装置は、該ＩＰＴ一次パッドおよび二次パッドの１つまたは両方につい
ての情報を該制御手段に伝達する通信手段を含む。
【００２８】
　さらなる態様では、異物の存在を検出するためにＩＰＴシステムを操作する方法が提供
され、該方法は、
　予想電力伝送率を判定する工程と、
　実際の電力伝送率を判定する工程と、
　該予想電力伝送率を該実際の電力伝送率と比較する工程とを含む。
【００２９】
　好ましくは、該方法は、該実際の電力伝送率が該予想電力伝送率を、所定の量を超えて
下回っているかどうかを判定する工程を含む。
【００３０】
　好ましくは、該方法は、該システムのＩＰＴ一次パッドおよび該システムのＩＰＴ二次
パッド間の相対位置を測定する工程を含む。
【００３１】
　好ましくは、相対位置を測定する工程は、該ＩＰＴ一次および二次パッドの電気的特性
を測定する工程を含む。
【００３２】
　好ましくは、相対位置を測定する工程は、短絡回路電流の位相および量によって、該Ｉ
ＰＴ一次および二次パッドの横方向オフセットを測定する工程を含む。
【００３３】
　好ましくは、相対位置を測定する工程は、該ＩＰＴ二次パッドで誘発された電圧（複数
可）によって、横方向オフセットを測定する工程を含む。
【００３４】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次パッドにおける電流量を比較す
ることによって、該ＩＰＴ一次および二次パッド間の距離を測定する工程を含む。
【００３５】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次パッドおよびＩＰＴ二次パッドの１つまたは両方
についての情報を制御手段に伝達する工程を含む。
【００３６】
　別の態様では、ＩＰＴシステムのための異物検出装置が提供され、該装置は、ＩＰＴ一
次およびＩＰＴ二次パッド間の相対位置により、ＶＡＲ電流を判定し、かつ、該ＩＰＴ一
次パッドでの実際のＶＡＲ電流を測定して、該ＩＰＴ一次パッドの上または該ＩＰＴ一次
パッドの近傍に異物があるかを判定するよう適合された制御手段を備える。
【００３７】
　好ましくは、該制御手段は、該ＩＰＴ一次パッドおよび該ＩＰＴ二次パッドの相対位置
を検出する位置検出手段を含む。
【００３８】
　好ましくは、該位置検出手段は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次パッドの電気的特性を
測定し、他方に対する一方のパッドの位置を検出する。
【００３９】
　好ましくは、該位置検出手段は、短絡回路電流の位相および量によって、該ＩＰＴ一次
および二次パッドの横方向オフセットを測定する。
【００４０】
　好ましくは、該位置検出手段は、該ＩＰＴ二次パッドで誘発された電圧（複数可）によ
って、横方向オフセットを測定する。
【００４１】
　好ましくは、該位置検出手段は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次パッドにおける電流量
を比較することによって、該ＩＰＴ一次および二次パッド間の距離を測定する。
【００４２】
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　好ましくは、該装置は、該ＩＰＴ一次および二次パッドの１つまたは両方についての情
報を該制御手段に伝達する手段を含む。
【００４３】
　別の態様では、異物の存在を検出するためにＩＰＴシステムを操作する方法が提供され
、該方法は、
　ＩＰＴ一次パッドおよびＩＰＴ二次パッド間の相対位置により、ＶＡＲ電流を判定する
工程と、
　該ＩＰＴ一次パッド内の実際のＶＡＲ電流を測定して、該ＩＰＴ一次パッド上または該
ＩＰＴ一次パッドの近傍に異物があるかどうかを判定する工程とを含む。
【００４４】
　該方法は、好ましくは、該システムの該ＩＰＴ一次パッドおよび該ＩＰＴ二次パッドの
相対位置を測定する工程を含む。
【００４５】
　好ましくは、相対位置を測定する該工程は、該ＩＰＴ一次パッドおよびＩＰＴ二次パッ
ドの電気的特性を測定して、他方に対する一方のパッドの位置を検出する工程を含む。
【００４６】
　好ましくは、相対位置を測定する該工程は、短絡回路電流の位相および量によって、該
ＩＰＴ一次および二次パッドの横方向オフセットを測定する工程を含む。
【００４７】
　好ましくは、相対位置を測定する該工程は、該ＩＰＴ二次パッドで誘発された電圧（複
数可）によって、横方向オフセットを測定する工程を含む。
【００４８】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次パッドにおける電流量を比較す
ることによって、該ＩＰＴ一次パッドおよびＩＰＴ二次パッド間の距離を測定する工程を
含む。
【００４９】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次パッドおよび該ＩＰＴ二次パッドの１つまたは両
方についての情報を制御手段に伝達する工程を含む。
【００５０】
　別の態様では、ＩＰＴシステムの一次磁気構造および二次磁気構造間の相対位置を検出
する装置が提供され、該装置は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次磁気構造の電気的特性を
測定して、他方に対する一方のパッドの位置を検出するよう適合された位置検出手段を備
える。
【００５１】
　好ましくは、該位置検出手段は、短絡回路電流の位相および量によって、該一次および
二次構造の横方向オフセットを測定する。
【００５２】
　好ましくは、該位置検出手段は、該ＩＰＴ二次構造で誘発された電圧（複数可）によっ
て、横方向オフセットを測定する。
【００５３】
　好ましくは、該位置検出手段は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次構造における電流量を
比較することによって、ＩＰＴ一次および二次構造間の距離を測定する。
【００５４】
　別の態様では、ＩＰＴシステムの一次磁気構造および二次磁気構造間の相対位置を検出
する方法が提供され、該方法は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次磁気構造の電気的特性を
測定して、他方に対する一方のパッドの位置を検出する工程を含む。
【００５５】
　好ましくは、該方法は、短絡回路電流の位相および量によって、該一次および二次構造
の横方向オフセットを測定する工程を含む。
【００５６】
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　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ二次構造で誘発された電圧（複数可）によって、横方
向オフセットを測定する工程を含む。
【００５７】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次構造における電流量を比較する
ことによって、ＩＰＴ一次および二次構造間の距離を測定する工程を含む。
【００５８】
　別の態様では、
　制御手段と、
　エア・フロー手段とを備え、
　該制御手段が、該エア・フローを選択的に操作し、該システムのＩＰＴ一次パッドの表
面上を流れるエア・フローを生じさせる、ＩＰＴシステムが提供される。
【００５９】
　好ましくは、該制御手段は、火災軽減方法の一部として、エア・フロー手段を操作する
工程を含む。
【００６０】
　好ましくは、該制御手段は、ＩＰＴ一次パッドに対して、ＩＰＴ二次パッドが電力伝送
位置にある時間を検出するよう適合される。
【００６１】
　好ましくは、該制御手段は、火災軽減方法の一部として、該システムによって伝送され
る電力を選択的に減らすよう適合される。
【００６２】
　好ましくは、該制御手段は、該ＩＰＴ一次パッド上、または近傍に異物があるかを判定
するよう適合される。
【００６３】
　好ましくは、該制御手段は、少なくとも、
　予想電力伝送率を判定し、
　実際の電力伝送率を判定し、
　該予想電力伝送率を該実際の電力伝送率と比較することによって異物を検出する。
【００６４】
　好ましくは、該制御手段は、該実際の電力伝送率が該予想電力伝送率を、所定の量を超
えて下回っているかどうかを判定する。
【００６５】
　好ましくは、該システムは、該システムのＩＰＴ一次パッドおよび該システムのＩＰＴ
二次パッド間の相対位置を測定する手段を含む。
【００６６】
　好ましくは、相対位置を測定する該手段は、該ＩＰＴ一次および二次パッドの電気的特
性を測定する。
【００６７】
　好ましくは、相対位置を測定する該手段は、短絡回路電流の位相および量によって、該
ＩＰＴ一次および二次パッドの横方向オフセットを測定するよう適合される。
【００６８】
　好ましくは、相対位置を測定する該手段は、該ＩＰＴ二次パッドで誘発された電圧（複
数可）によって、横方向オフセットを測定するよう適合される。
【００６９】
　好ましくは、該システムは、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次パッドにおける電流量を比
較することによって、該ＩＰＴ一次および二次パッド間の距離を測定する手段をさらに含
む。
【００７０】
　好ましくは、該システムは、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次パッドの１つまたは両方に
ついての情報を該制御手段に伝達する通信手段をさらに含む。
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【００７１】
　別の態様では、
　ＩＰＴ二次パッドが該システムのＩＰＴ一次パッドに対して充電位置にある時間を判定
する工程と、
　該ＩＰＴ一次パッドの表面上を流れるエア・フローを生むエア・フロー手段を操作する
工程とを含む、ＩＰＴシステムの操作方法を提供する。
【００７２】
　好ましくは、該方法は、火災軽減方法の一部として、該エア・フロー手段を操作する工
程を含む。
【００７３】
　好ましくは、該方法は、充電開始前に、該エア・フロー手段を操作する工程を含む。
【００７４】
　好ましくは、該方法は、火災軽減方法の一部として、該システムによって伝送される電
力を減らす工程を含む。
【００７５】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴシステム一次パッド上または近傍に異物があるかを検
出する工程を含む。
【００７６】
　好ましくは、該方法は、少なくとも、
　予想電力伝送率を判定する工程と、
　実際の電力伝送率を判定する工程と、
　該予想電力伝送率を該実際の電力伝送率と比較する工程とを含む、異物を検出する該工
程を含む。
【００７７】
　好ましくは、該方法は、該実際の電力伝送率が該予想電力伝送率を、所定の量を超えて
下回っているかどうかを判定する工程を含む。
【００７８】
　好ましくは、該方法は、該システムのＩＰＴ一次パッドおよび該システムのＩＰＴ二次
パッド間の相対位置を測定する工程を含む。
【００７９】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次および二次パッドの電気的特性を測定し、相対位
置を測定する工程を含む。
【００８０】
　好ましくは、相対位置を測定する該方法は、短絡回路電流の位相および量によって、該
ＩＰＴ一次および二次パッドの横方向オフセットを測定する工程を含む。
【００８１】
　好ましくは、相対位置を測定する該方法は、該ＩＰＴ二次パッドで誘発された電圧（複
数可）によって、横方向オフセットを測定する工程を含む。
【００８２】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次およびＩＰＴ二次パッドにおける電流量を比較す
ることによって、該ＩＰＴ一次および二次パッド間の距離を測定する工程を含む。
【００８３】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次パッドおよび該ＩＰＴ二次パッドの１つまたは両
方についての情報を制御手段に伝達する工程を含む。
【００８４】
　別の態様では、前述のいずれか１つによるＩＰＴシステムを備える、ＩＰＴ一次パッド
からの火災の危険性を軽減するシステムが提供される。
【００８５】
　別の態様では、該一次パッドの上面上にエア・フローを生じさせる工程を含む、ＩＰＴ
一次パッドからの火災の危険性を軽減する方法が提供される。
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【００８６】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ一次パッドの実質的に上面全体上を流れるエア・フロ
ーを生じさせる工程を含む。
【００８７】
　好ましくは、該エア・フローは、境界効果の影響下で、該ＩＰＴ充電パッドの該上面上
を流れる。
【００８８】
　好ましくは、該境界効果は、コアンダ効果である。
【００８９】
　好ましくは、該エア・フローは、実質的に広く、薄い層状として構成される。
【００９０】
　好ましくは、該方法は、該一次パッドの該上面に達する前に、境界効果の影響下で、上
面上に該エア・フローを流す工程を含む。
【００９１】
　好ましくは、該方法は、境界効果のある第２の面として該充電パッドを用いる工程を含
む。
【００９２】
　別の態様では、ＩＰＴ一次パッド上または近傍にある異物が、所定の最大温度を超えた
温度を有しているかを判定する赤外線検出手段を備える、ＩＰＴシステムのための異物検
出装置が提供される。
【００９３】
　別の態様では、
　ＩＰＴ送信側コイルと、
　ＩＰＴ受信側コイルと、
　制御手段とを備え、使用時、該制御手段は、
　該ＩＰＴ送信側コイルと該ＩＰＴ受信側コイルとの間の該予想電力伝送率を判定し、
　実際の電力伝送率を判定し、
　該実際の電力伝送率が該予想電力伝送率を所定の量を超えて下回っていれば、火災軽減
方法を実施する、ＩＰＴ充電システムが提供される。
【００９４】
　好ましくは、該火災軽減方法は、該電力伝送率を下げる工程を含む。
【００９５】
　好ましくは、該火災軽減方法は、該ＩＰＴ充電パッド上にエア・フローを生じさせる操
作手段を含む。
【００９６】
　好ましくは、該システムは、該ＩＰＴ送信側コイルおよび該ＩＰＴ受信側コイルの１つ
または両方についての情報を該制御手段に伝達する通信手段を備える。
【００９７】
　別の態様によれば、ＩＰＴ送信側コイルによって生み出された磁場にある異物の存在を
検出する方法は、
　ｉ）該ＩＰＴ送信側コイルに対する所定の電力入力に対する該ＩＰＴ送信側コイルとＩ
ＰＴ受信側コイルとの間の予想電力伝送率を計算する工程と、
　ｉｉ）該所定の電力入力での該ＩＰＴ送信側コイルを操作する工程と、
　ｉｉｉ）該ＩＰＴ受信側コイルに対する実際の電力伝送率を測定する工程とを含む。
【００９８】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ送信側コイルおよび該ＩＰＴ受信側コイル間の相対配
列を検出する工程を含む。
【００９９】
　好ましくは、該方法は、該実際の電力伝送率が該予想電力伝送率よりも所定の量を超え
て下回っているかどうかを判定する工程を含む。
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【０１００】
　別の態様によれば、ＩＰＴ充電システムの操作方法は、
　ｉ）ＩＰＴ送信側コイルに対する所定の電力入力に対する該ＩＰＴ送信側コイルとＩＰ
Ｔ受信側コイルとの間の予想電力伝送率を計算する工程と、
　ｉｉ）該所定の電力入力での該ＩＰＴ送信側コイルを操作する工程と、
　ｉｉｉ）該ＩＰＴ受信側コイルに対する実際の電力伝送率を測定する工程と、
　ｉｖ）実際の電力伝送率が該予想電力伝送率よりも所定の量を超えて下回っているかど
うかを判定する工程と、
　ｖ）該実際の電力伝送率が該予想電力伝送率よりも所定の量を超えて下回っている場合
に火災軽減方法を実施する工程とを含む。
【０１０１】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ送信側コイル間の相対配列を検出する工程を含む。
【０１０２】
　好ましくは、該火災軽減方法は、該ＩＰＴ充電パッド上にエア・フローを生じさせる操
作手段を含む。
【０１０３】
　好ましくは、該火災軽減方法は、該ＩＰＴ送信側コイルへの該電力入力を下げる工程を
含む。
【０１０４】
　さらなる態様によれば、ＩＰＴ充電パッドからの火災の危険性を軽減するシステムは、
該ＩＰＴ充電パッド上面上にエア・フローを生じさせる手段を含む。
【０１０５】
　好ましくは、エア・フローを生じさせる該手段は、該ＩＰＴ充電パッドの実質的に上面
全体上を流れるエア・フローを生じさせる。
【０１０６】
　好ましくは、該エア・フローを生じさせる該手段は、境界効果の影響下で、該ＩＰＴ充
電パッドの該上面上を流れるエア・フローを生じさせる。
【０１０７】
　好ましくは、該境界効果は、コアンダ効果である。
【０１０８】
　好ましくは、該エア・フローは、実質的に広く、薄い層状として構成される。
【０１０９】
　好ましくは、該システムは、エア・フローを生じさせる該手段が操作されるときを判定
する制御手段を備える。
【０１１０】
　好ましくは、該制御手段は、タイマー手段を備える。
【０１１１】
　好ましくは、該制御手段は、該ＩＰＴパッドによって送信された電力と、磁気的に結合
されたＩＰＴ受信側パッドによって受信された電力を監視し、かつ、該充電パッドによっ
て生成された磁場内に異物があることを判定する手段を備える。
【０１１２】
　好ましくは、該制御手段は、該ＩＰＴ充電パッド上にある異物が、所定の最大温度を超
えた温度を有しているかを判定する赤外線検出手段を備える。
【０１１３】
　好ましくは、エア・フローを生じさせる該手段は、その片側に設けられた少なくとも１
つの排出手段と共に設けられた細長い電線管を備える。
【０１１４】
　好ましくは、該排出手段は、細長い切り込みを備える。
【０１１５】
　あるいは、該排出手段は、複数の排出開口部を備える。
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【０１１６】
　好ましくは、該排出開口部は、実質的に配列されている。
【０１１７】
　好ましくは、エア・フローを生じさせる該手段は、境界効果の影響下で、該エア・フロ
ーが流れる表面を備える。
【０１１８】
　好ましくは、該境界効果は、コアンダ効果である。
【０１１９】
　好ましくは、該表面は、乱流を該エア・フローに誘導する後縁を有する。
【０１２０】
　好ましくは、該表面は、該ＩＰＴ充電パッドから離間される。
【０１２１】
　さらなる態様では、ＩＰＴ充電パッドの上面上にエア・フローを生じさせる工程を含む
、該ＩＰＴ充電パッドからの火災の危険性を軽減する方法が提供される。
【０１２２】
　好ましくは、該方法は、該ＩＰＴ充電パッドの実質的に上面全体上を流れるエア・フロ
ーを生じさせる工程を含む。
【０１２３】
　好ましくは、該方法は、境界効果の影響下で、該ＩＰＴ充電パッドの該上面上を流れる
エア・フローを生じさせる工程を含む。
【０１２４】
　好ましくは、該境界効果は、コアンダ効果である。
【０１２５】
　好ましくは、該方法は、実質的に広く、薄い層状として該エア・フローを構成する工程
を含む。
【０１２６】
　好ましくは、該方法は、該エア・フローが該ＩＰＴ充電パッドの該上面に達する前に、
境界効果の影響下で、表面上に該エア・フローを流す工程を含む。
【０１２７】
　本発明はまた、広くは、本出願の本明細書において参照または示される部品、要素およ
び機能、個別的または集合的に、上記部品、要素または機能の２つまたはそれ以上の任意
の組合せまたはすべての組合せにあり、かつ、本発明が関する当技術分野において既知の
均等物を有する特定の完全体が本明細書において言及されている場合、該既知の均等物は
、個別に説明されているかのように本明細書において援用されるものと見なされる。
【０１２８】
　さらなる態様によれば、ＩＰＴ充電システムおよび／またはＩＰＴ充電システムを操作
する方法は、添付の図面を参照して、実質的に本明細書に記載されている通りに提供され
る。
【０１２９】
　本発明のさらなる態様によれば、ＩＰＴ充電パッドからの火災の危険性を軽減するシス
テムおよび／または方法は、添付の図面を参照して、実質的に本明細書に記載されている
通りに提供される。
【０１３０】
　その新規的な側面すべてにおいて考慮されるべき、本発明のさらなる態様は、本発明の
実行できる実施形態の例示によって与えられる以下の説明から明らかとなるであろう。
【０１３１】
　文脈上明白に他の意味に解すべき場合を除き、本明細書および特許請求の範囲全体を通
じて、「含む」および「含んでいる」などの用語は、排他的または網羅的な意味とは対照
的に、包括的な意味において、つまり、「を含むが、これに限定されない」という意味で
解釈されるべきである。
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【図面の簡単な説明】
【０１３２】
【図１】細長い電線管の断面を示した、本発明のシステムの概略側面図である。
【図２】図１の細長い電線管および排出口の概略前面図である。
【図３】ＩＰＴ充電パッドによって異物が加熱される、図１のシステムの概略前面図であ
る。
【図４】既知の電流ｌ１を一次パッドに流す固定周波数ＬＣＬコンバータ（絶縁変圧器を
追加）を用いた充電システムの構成を示す図である。
【図５】本発明の実施形態の操作を示す概略フロー・チャートである。
【発明を実施するための形態】
【０１３３】
　本発明により、ＩＰＴシステムの一次および／または二次パッド（複数可）を用いて、
異物を検出することができる。また、ＩＰＴシステムの磁気構造の相対位置または配列を
判定できる。
【０１３４】
　本発明はまた、十分な速度を有する層状の空気が、路面に取り付けられたＩＰＴ充電パ
ッドの上面に吹きつけられうる場合、上記で特定されているＩＰＴ充電パッド上の異物に
関連する問題の一部または実質的にすべてが軽減されるか、もしくは実質的に解決しうる
ことを認める。
【０１３５】
　正しい形状、方向および速度のエア・フローは、以下の機能を実行しうる。
　１．小さい金属化片を引火前に一掃する。
　２．枯れ葉または紙片など、その他の小さい、引火するおそれのある破片が一掃され、
それによって燃料の小さい引火を除去できる。
　３．一掃されない大きな物体は、温度上昇が許容限界に維持され、災害を及ぼさないよ
う、該エア・フローによって冷却されうる。
【０１３６】
　非常に大きな物体は、一掃できない。しかし、移動できない大きさの、または、該エア
・フローによって少なくとも十分に冷却できない、物体は、ピックアップ・コイルへの電
力潮流において検出できるのに十分な大きさである可能性がある。このような物体が検出
されると、ＩＰＴパッドを通る電力伝送は、必要に応じて調整または停止できる。
【０１３７】
　最初に図１、２および３を参照すると、本発明の１つの実施形態によるＩＰＴ充電パッ
ドからの火災の危険性を軽減するシステムは、全般的に、矢印１００で参照される。
【０１３８】
　システム１００は、細長い電線管２との流体連結において、インペラ手段１を含む、エ
ア・フローを生じさせる手段を含む。電線管２は、その側面に設けられた少なくとも１つ
の排出口３を有する。排出口３は、好ましくは、図１～３に示すように、細長い切り込み
であるが、その他の実施形態においては、複数の排出口は、切り込みのある形状に近づけ
るよう、隣り合って、かつ、相互に一直線上に設けられてもよい。
【０１３９】
　特に好ましい実施形態では、電線管２は、排出口３のすぐ下流で流面４を定義する。排
出口３および流面４の構成は、好ましくは、排出口３からの気流Ｆが、通常はコアンダ効
果である、境界効果の影響下で、流面４を流れる。流面４は、上反りの外形を有する。
【０１４０】
　流面４の後縁５は、好ましくは、気流Ｆが後縁５から離され、乱流となるのに十分に小
さい角度θを定義する。
【０１４１】
　後縁５からの気流Ｆは、実質的に真っ直ぐな経路をたどり、ＩＰＴ充電パッド７の上面
６に接触する。しかし、該エア・フローは、後縁５と上面６との間を移動するため、該エ
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ア・フロー周囲の外気が加速化され、該エア・フローに結合するため、移動する空気の質
量が増すが、流れの平均速度は下がる。
【０１４２】
　当業者は、パッド７が地面から突き出ているように図示されているが、実質的に地面と
同一平面上もしくは、地表よりも低いところに取り付けられうる。
【０１４３】
　気流Ｆが上面６に突き当たる角度は、該エア・フローが、通常はコアンダ効果である、
境界効果の影響下で、上面６に接触されたままになるよう選択される。接近角は、好まし
くは、１０°と７０°との間、より好ましくは、３０°と６０°との間、最も好ましくは
、約４５°である。出願者は、該流れが、コアンダ効果の影響下で、該パッド上面に接触
したままであるようにすることと、排出口３がパッド７の前に必ず配置されるよう距離を
最小化することとの間の最良の妥協点として、４５°を選択した。
【０１４４】
　気流Ｆは、好ましくは、実質的に上面６全体を移動する。排出口３での該エア・フロー
の速度は、該上面を流れる該エア・フローの平均速度が、少なくとも５ｍ／ｓ、より好ま
しくは、少なくとも１０ｍ／ｓとなるよう選択される。出願者は、この範囲の空気の速度
が、パッド７から薄片、紙片、金属化プラスティックおよび葉などの小さい異物を除去し
、かつ、アルミ缶などの大きな物体を十分に冷却するのに適していることを発見した。
【０１４５】
　パッド７上の気流Ｆの乱流は、空気と任意の大きな物体との間の熱伝導係数を改善し、
かつ、これらを冷却する上で有用である。
【０１４６】
　ダクトのない軸流ファンを用いるエア・フロー・システムとは対照的に、該エア・フロ
ー生成手段は、比較的薄型の形状を有するよう構成されうるため、ＩＰＴパッド７と受信
側のＩＰＴパッド（図示せず）を携行する車両の下側との間にある空間に比較的容易に配
置および取り付けできる。
【０１４７】
　該システムは、すべての可動部（例えば、インペラおよびモーター）が適切な筐体８内
に設けられうるため、頑丈かつ堅牢である。好ましい実施形態では、インペラ１は、排出
口３から離れて取り付けられてもよい。
【０１４８】
　システム１００は、好ましくは、制御手段１０を含む。好ましい実施形態では、該制御
手段は、連続で通常の状態で動作しないよう、インペラ１を制御する。一部の実施形態で
は、制御手段１０は、タイマーを備え、かつ、インペラ１は、時間間隔で所定の期間中実
行されてもよい。追加的にまたは代替案として、制御手段１０は、気流Ｆが必要でありう
ることを示す異物の存在を検出する１つまたは複数のセンサー手段１１と共に設けられて
もよく、かつ／または、センサー手段１１と通信してもよい。１つの実施形態では、セン
サー手段１１は、最小または閾値温度を超えて加熱される物体１４の特性である、赤外線
放射１３を検出できる受動型赤外線（ＰＩＲ）センサー１２を備えていてもよい。別の実
施形態（図示せず）では、該制御手段は、場内に物体があることを示すパッド７によって
生成された磁場への変化を検出するセンサー手段を備えていてもよい。さらに別の実施形
態では、該センサー手段は、パッド７の上面６の温度、または該パッドに隣接する空気（
もしくは、例えば、道路表面など、該パッドを覆う任意の物質。誤解を避けるため、パッ
ド７の上部または上面への参照は、必要に応じて、該パッドを覆う物質の上部または上面
を含む）を監視する手段を備えていてもよい。これは、加熱される異物の認識において役
に立つが、異物の存在に関係なく、パッド７の温度が所定の最大温度を超えて上昇したら
、インペラ１を作動させるのに用いることもできる。このように、該システムは、該パッ
ドを冷却することによって、該ＩＰＴパッドの効率性を向上させるという、さらなる利点
ももたらしうる。しかし、該エア・フローの形状、速度、方向および乱流は、好ましくは
、該パッド自体を冷却するのではなく、物体を該パッドから離し、かつ／もしくは、該パ
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ッド上にある物体を冷却する目的を達成するよう、選択される。
【０１４９】
　制御手段１０は、ＩＰＴパッド７上の異物の存在の有無を調べることができる。
【０１５０】
　好ましい実施形態では、一次側から伝送され、二次側で使用されうる電力と共に、二次
受信機の場所（一次または送信側パッドに対する位置）、サイズ、形状、および同調は、
制御手段１０によって決定、かつ／もしくは制御手段１０に知られる。一部の実施形態で
は、この情報は、送信側充電回路と車両／受信側充電回路との間で、通信手段（図示せず
）を介して伝送される。該通信システムは、多くのＩＰＴ充電プロトコルの本質的な特徴
である。
【０１５１】
　１つの実施形態では、並列同調充電システムが使用される。パッド間配列の検出および
電力検出を支援するため、短絡が二次または受信側パッドに適用されうる（一方、直列同
調システムの場合は、開回路が適用されるべきである）。１つまたは複数の二次コイルに
適用される短絡は、無負荷状態を表す。
【０１５２】
　システム損失が決定され、電力伝送中の異物検出に役立つよう用いられるようにできる
代替手段は、（これにより、検出のため、電力伝達を遮断する必要がなくなる。）該二次
および一次パッド間の通信チャネル上での電力伝送に関する情報を共有する工程を含む。
上記の通り、この情報共有は、該二次が、最大効率を得るために、該充電システムの調整
に役立たせるために、車両のバッテリ・システムからの需要を該一次に伝える必要がある
静止充電用途において重要である。二次電子機器は、該二次上の同調回路の出力および／
またはバッテリ負荷に連結された電子機器の出力での電流および電圧の測定を用いて、車
両のバッテリに供給される正確な受信電力を判定できる。この情報は、損失の判定に役立
たせるため、一次電子機器と共有されうる。該一次側では、供給される電力を確立するた
めに、実際の電力は、幹線からの測定値および／またはインバータ・ブリッジ電流の測定
値を用いて測定できる。該一次から供給される電力と該二次で受け取られる電力との間の
差は計算され、損失の判定に用いられうる。許容範囲以外の損失は異常状態を引き起こす
。この損失の計算は、該パッド間で異物が動く際に、該異物が挟まれることによる損失に
おける段階変化を素早く検出できるよう、連続で行われうる。
【０１５３】
　損失の予想レベルの判定を支援するのに、該二次および一次パッドの相対位置を確立し
、かつ、その大きさおよびトポロジを把握することが有用である。例えば、前者（該パッ
ドの該相対位置）が１つの実施形態で、以下に説明される方法を用いて決定されうる一方
で、この情報は、該一次および二次システム間で、通信またはＲＦＩＤタグを介して、伝
達されうる。
【０１５４】
　該送信側および受信側パッドの相対位置を判定するため、１つまたは複数の該二次（受
信側）コイルにおける電流の量と位相の両方を測定し、受信側パッドがどこで該一次に関
しているかを判定するのに用いられうる。動力抽出のために、複数の二次コイルを有する
パッドの場合（並んで配列された、２つの、全般的に平面なコイルと、隣り合って重なっ
ている、中央直交「Ｑ」コイルとを有する、ＰＣＴ／ＮＺ２０１１／０００１５３に記載
のＤＤＱパッド、または２つの、全般的に平面で、重なっている、相互に分離されたコイ
ルを有するＷＯ２０１１／０１６７３７およびＰＣＴ／ＮＺ２０１１／０００１５４に記
載のパッドまたはバイポーラ・パッドなど）、個々の電力コイルにおける短絡電流の位相
および量の測定は、ＸおよびＹ方向における、中央に配列された位置からの相対的な横方
向オフセットを判定するために十分な情報を提供するとともに、該一次パッドの電流量と
該二次コイルの電流量との比較は、結合度の変化の結果であるシステムにおける高さおよ
び空隙を特定するのに役立つ。これを達成するため、電流センサーが、各受信側コイルの
同調後（整流前）に追加される。ＤＤＱ受信機の場合、一方のコイルが「水平」磁束を、
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他方が「垂直」磁束成分を測定する。そのため、横方向に変位した場合、量に変化が生じ
、また、受信側が送信側コイルの左または右のいずれかに位置決めされると、約１８０°
の位相での相対的シフトが生じる（実際のシフトは、離調レベルおよびコイルの品質に基
づいて若干変化する）。この２つの受信側コイルの出力間の相対的な位相のシフトは、地
面上の該一次パッドが、環状または分極構造、もしくは、例えば、トラックなどの別の磁
気構造であるかどうかに関係なく生じる。これと共に、コイルに結合される受け取られた
電圧の量は、一次構造に対して定義された位置でゼロにまで下がる。例として、中央配置
位置においては、該一次が分極構造の場合、電圧はＱコイルには結合されず、該一次が環
状構造の場合、電圧はＤＤコイルには結合されない。受信機が横方向に移動するとともに
、一方のコイルでは、結合された電圧が増大し、他方のコイルでは減少し、かつこの変化
は、横位置の決定に役立ち、一方で、受信側コイル間の位相における変化は、受信機がど
の側に動かされたかを判定するのに役立つ。受信構造として用いられるバイポーラ・パッ
ドの出力に配置された電流センサーを用いることで、同様の結果を達成できる。
【０１５５】
　例えば、該二次構造が停車位置に着こうとしている車両の下に取り付けられた場合に、
該二次構造がＹ方向に移動すると、ｙ方向での相対位置（車両の移動方向）を決定できる
。これらの条件下で、受信機が遮断（車両が定位置に着こうとする際によく見られる状態
）されると、該構造のコイルで結合された電圧および短絡電流の量が増加する。車両が中
央位置を通過すると、この結合された電圧は減少する。
【０１５６】
　１つのコイルしかない二次システムの場合（ＷＯ２００８／１４０３３３で説明されて
いる環状パッド・システムで見られるような）、上記の方法で配置と停車を支援するため
、該二次から外されたさらなるサーチ・コイルを該パッド周辺に配置できる。
【０１５７】
　図４を参照すると、既知の電流ｌ１を一次パッド４０１に流す固定周波数ＬＣＬコンバ
ータ（絶縁変圧器を追加）を用いた充電システムの形態でのＩＰＴシステム４００の例が
示されている。システム４００の一般的な構造は、既知ではあるが、制御手段１０は、本
書において説明されているように、既知ではない。
【０１５８】
　二次パッド４０２が短絡状態に置かれると、トラック内の電流ｌ１およびインバータ・
ブリッジ（本明細書に示す通り、Ｈブリッジ構成４０３）内の電流両方を調整できる。理
想的な同調状態下で、該Ｈブリッジを流れる電流は実際の電流で、（短絡状態下での該シ
ステム内での損失である）負荷を表す。位置と同調での変化により、さらなるＶＡＲ電流
が生じ（ただし、これらの電流は小さいはずである）、かつ、該一次に対する該二次の相
対位置が判定できる場合に推定できる。さらに、幹線電流および電圧を測定して、実際の
ワット数およびＶＡＲを判定できるようにしうる。前述の通り、これらの損失測定も、該
一次および二次間で情報を共有するために、アクティブな通信チャンネルを用いて、電力
伝送中、そのまま行うことができる。
【０１５９】
　そのため、該一次および二次構造間の相対位置によってＶＡＲ電流を判定した場合、該
一次構造内の実際のＶＡＲ電流を用いて、該ＩＰＴ一次パッド上または近傍に異物がある
かを判定できる。
【０１６０】
　加熱されうる異物が、該一次および二次パッド間に置かれた場合、磁束の一部が、異物
が渦電流および損失を励起するのを妨げるため、該二次に供給されるＶＡは減る。これに
より、短絡電流量が減るよう、該二次パッド内の磁束が下がる。異物が十分大きければ、
この低減を検出できる。最悪の場合、磁束は該二次を一切結合しない（例えば、金属板が
充電パッド間に置かれた場合など）。異物における損失も、Ｈブリッジ内の電流量の増加
によって表されうる。短絡電流状態下では、この電流は極めて小さく、該二次の位置、形
状および同調が既知の場合、有効な範囲内で把握されるべきである。従って、異物による
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さらなる損失が検出できる。
【０１６１】
　１つの実施形態では、該システムは、図５に広く示される通りに動作しうる。
【０１６２】
　工程２００において、該システムは、車両が充電位置に移動し、充電サイクルが開始さ
れたときを検出する。工程２０１では、該システムは、上記の１つまたは複数の方法を用
いて、車両への予想電力伝送速度を計算する。
【０１６３】
　充電動作開始前に、インペラは、該パッドから異物を除去する時間中動作する（工程２
０３）。その後、充電操作が工程２０４で実行される。
【０１６４】
　工程２０５では、実際の電力伝送速度と、該予想速度が比較される。この速度が予想通
りの場合（もしくは、少なくとも小さい範囲内で、例えば、予想伝送速度の計算の誤差の
範囲に等しい場合）、該システムは、定期的に（例えば、１：１０のデューティ・サイク
ル下で）該インペラを操作し（工程２０６）、異常が発生した場合に備え、該電力伝送速
度を監視し続ける。
【０１６５】
　該電力伝送速度が予想よりも小さいが、予想値の許容範囲内の場合（異物が該パッド上
にあるが、該エア・フローによって冷却され続けられるほど十分に小さいことを示す場合
など）、該制御手段は、火災軽減方法を実施しうる（工程２０７）。これには、該インペ
ラを操作して、エア・フローを生じさせる工程および／または該送信側パッドへの電力を
減らす工程が含まれうる。該制御手段は、送信側および受信側パッド間の該電力伝送速度
を監視し続ける。
【０１６６】
　選択される火災軽減方法は、異物によって吸収される際に計算される電力量に応じて決
まりうる。例えば、電力損失が比較的小さいため、該インペラが、実質的にまったく電力
損失が生じなかった場合に用いられるよりも、わずかに高い頻度でのみ用いられるように
なりうる。しかし、計算された電力損失が最大許容値に近い場合、該電力伝送速度が下げ
られ得、該インペラは頻繁にまたは連続で操作されうる。この結果、充電動作が比較的遅
く、かつ非効率的になるが、利用者が車両に戻って、充電がまったく行われないことに気
付くような状況が回避される。
【０１６７】
　該電力伝送速度が予想よりも小さく、許容範囲外の場合（異物が該パッド上にあり、大
きすぎて冷却され続けられないことを示す場合など）、該コントローラは、充電動作を停
止し（工程２０８）、利用者にこれが発生したことを示す警告またはアラームを何らかの
形態で作動させうる。これは最も望ましくない結果であるが、一部の場合、低い充電速度
で、該インペラを連続で動作させても、充電を安全に続けられない場合がある。
【０１６８】
　一部の実施形態では、該システムは、さらなるセンサー（例えば、温度または赤外線セ
ンサー）が、異物が許容温度を超えて加熱されていることを示した場合、該センサー（複
数可）からの入力も受信でき、火災軽減方法を実施し、充電を完全に停止しうる。これは
、実際の電力伝送速度と予想電力伝送速度との間の差が計算の誤差範囲内であったとして
も発生しうる。
【０１６９】
　別の実施形態では、一次および二次磁気構造間の領域の走査に赤外線カメラまたはセン
サーを用いることができる。一部の実施形態では、十分な情報を提供するために、様々な
場所に配置された、もしくは配列に設けられた複数のカメラまたはセンサーが必要になり
うる。車両充電システムの例では、該カメラまたはセンサーは、車両の下に取り付けるこ
とができる。該カメラが車両と共に移動する場合、例えば、石、水、および氷などの予想
される状況に耐えるため、該カメラは、非常に頑丈である必要がある。該カメラまたはセ
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ンサーが固定されている場合、その他の車両、破壊要因および天候からの損傷から保護さ
れる必要がある。
【０１７０】
　本発明のさらなる利点は、猫などのペットがエア・フローを不快なものと感じ、ＩＰＴ
充電パッド上に居続けるのをやめさせうることである。通常の使用中でも、該パッドは多
少加熱されうるため、あるいは、該パッドがペットにとって居続けるのに魅力的な場所か
もしれない。ＩＰＴ充電パッドは、２０ｋＨｚから３０ｋＨｚの間で動作するため、猫や
犬などの動物には聞こえる（かつ不快である）が、人間には聞こえない充電周波数で音を
生じさせるのは比較的容易でありうる。このことはまた、ペットを該パッドに近づけない
ようにする上でも有用である。
【０１７１】
　該システムの構成要素の場所においてある程度の柔軟性をもたすことができうる。例え
ば、好ましい実施形態では、車両が充電される場所ならどこでも利用できるよう、該イン
ペラおよび電線管を取り付けることができる。しかし、一部の実施形態では、これらの構
成要素は、地面もしくは該送信側パッド近傍の床面に取り付けられてもよい。
【０１７２】
　制御手段１０は、該インペラおよび電線管近傍に取り付けられてもよい。しかし、その
他の実施形態では、制御手段１０は、これらの構成要素から離されてもよい。一部の実施
形態では、該制御手段は、該送信側コイルに関連付けられうるが、その他の実施形態では
、該制御手段は、車両に取り付けられうる。
【０１７３】
　上記の異物検出方法および装置は、検出された異物を取り除くための任意の装置（例え
ば、エア・フロー・システム）とは完全に分けられて、または独立して用いられうる。同
様に、上記の相対位置または配列方法および装置は、全般的に、異物の検出およびパッド
・ベースのシステムに限定されることなく、ＩＰＴシステムで用いられうる。
【０１７４】
　文脈上明白に他の意味に解すべき場合を除き、本明細書および特許請求の範囲全体を通
じて、「備える」および「備えている」などの用語は、排他的または網羅的な意味とは対
照的に、包括的な意味において、つまり、「を含むが、これに限定されない」という意味
で解釈されるべきである。
【０１７５】
　前述の説明において、既知の均等物を有する、本発明の特定の構成要素または完全体に
ついての参照がなされており、該均等物は、個別に説明されているかのように、本明細書
において援用される。
【０１７６】
　本発明は、例示によって、かつその可能な実施形態への参照と共に説明されてきたが、
本発明の精神または範囲から逸脱することなく、本発明に対して、変更または改良がなさ
れうることが理解されよう。
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